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１．概要（Summary） 

水溶性フィルム基材上に作製した微細パターンを基板

上に転写する際に、パターン転写後に水溶性フィルムは

速やかに溶解する必要がある。我々は水溶性フィルム基

材として剥離可能な PET(ポリエチレンテレフタレー

ト)/PVA(ポリビニルアルコール)二層フィルムを用い、PVA

フィルムの溶解性に関わる因子(結晶性)を調べることを目

的として、豊田工業大学ナノテクノロジープラットフォーム

の設備を利用して測定を行った。 

 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
多目的 X 線回折装置、高速フーリエ変換型赤外分光光

度計 
【実験方法】 
２－１ 試験サンプル 

厚み75μmのPETフィルム上にTable 1のようなPVA
フィルムを厚み 30μm となるようにそれぞれ作製した。 
Table 1．Test sample 

Sample DP 1)  
Degree of 
hydrolysis 
 (mol%) 

Preparation 
method 

A 1200 88 Production line 
B 2000 88 Production line 
C 2000 80 Laboratory made 
D 2000 88 Laboratory made 
E 2000 98 Laboratory made 

1) Degree of polymerization 
２－２ 測定 

X 線回折パターンは、多目的 X 線回折装置を用いて

2θ範囲5 ～ 40°、スキャン速度5°/minの条件にて測

定することで得た。得られたX線回折パターン(Fig. 1)より

PVA フィルムの結晶性を評価した。FT-IR スペクトルは高

速フーリエ変換型赤外分光光度計を用いて ATR 法

(ZnSeプリズム)にて得た。得られた FT-IR スペクトル(Fig. 
2)より PVA フィルムの結晶性 1) を評価した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

結晶性評価の結果、PVA の PET 接触面と非接触面で

結晶性が異なることが確認された。結晶性の低い面から

水に接触した場合の方が、膨潤速度が速くなる傾向にあ

った。PVA 鹸化度で比較すると(C～E)、鹸化度の上昇に

従い結晶性が高くなり、膨潤速度も遅くなることが確認さ

れた。 
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Fig. 2. FT-IR spectrum 
of PVA film 

 

Fig. 1. X-ray diffraction 
pattern of PVA film 
 


